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<Abstract> 
The present study was concerned with the meaning and Erethods of 
learning environment evaluation. In reference to recent studies 
assessing classroom psychological environment, essential school 
enviromuent scales including the Actual and Preferred versions of 
the CES (Classroom Enviromuent Scale: Trickett & Moos, 1973), and 
the ICEQ (Individualized Classroom Enviromrent Questionnaire: 
Rentoul & Fraser, 1979) were introduced. These scales, and the 
educational characteristics of JaDanse classrocuns, formed the 
basis for the construct ion of a new Classrocun Environment Scale for 
Japanese Pupi I s. 
According to Multidimensional Quantification 111 Analysis and 
Factor Analysis of the CES, there were interesting differences 
between the structures of the original Engl ish-language CES and the 
Japanese version. However, the CES, when administered in an open 
school environment in Japan, actual ly revealed a simi lar structure 
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　　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－0086　　　　　　　　　 　　　　－0．313－0035－0134
Factor財　規則の明確さ
　　　　　くれます
Q32　C　このクラスでは、生徒はお互い競争したりしません　　　　　　　　　　　　一〇〇30　－0104　0054　0344　0037
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．075
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0027
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0，178
　　　　　　　　　　　　　　 0707
0696
　　　　　　　　　　　　　　　 0469
　　　　　 　　　0143
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0137
　　　　　 　0073
　　　　　　　　　　　 　　　－0034
　　　　0045
0180
RC先生は、規則がどんなものか説明してくれます 001
RC先生は、生徒が規則を破ったらどうなるか、教えてくれます 一〇．094
RC学校には、とんな規則があるかが、はっきりしています 　　　　　　　　　0051
Q34
Q25
Q7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－0．009Q70RC新しいクラスになると・先生1まそのクラスでして良いことと悪いことを調して・117・124刃・34・．4・6
Factor　V　革新性
Q90
Q57
Q30
Q54
Innこのクラスでは、生徒が自分で計画を立てることができます　　　　　　　　　一〇〇〇7
TS生徒が何かについて話しをしたいとき、先生がそのための時間を作ってくれます　一〇103
TS先生は、生徒を助けるためには、いつもと違うやり方もしてくれます　　　　　一〇180
1nn先生は、生徒のためにいつも違う課題を考え出してくれます　　　　　　　　一〇〇60
0070
一｛）015
0092
－0026
一〇．01皇
0058
0015
0012
0071
0078
－0057
0040
0667
0656
0331
0．323
Eigenvalue
Variance（％〉
Cumぬtive　vad㎝ce（％）
Cronbach’sα
838　　430　　382　　371　　319
900　　500　　400　　400　　4．00
900　　1400　　1800　　2200　　2600
051　　　0．67　　　0．70　　　　068　　　　054
＊Factorbadi㎎s輌thabsolutevaluesQf〈30arenotpresentedforthesakeofc囲ty。
一18一
学校環境評価を考える
教育効果の測定については、今後、日本版ICEQの実施と開発が待たれると
ころである。
　新しい授業形態や制度の導入、および既存の授業研究にあたって、その教
育成果の測定には、学力や出席率などの指標だけでは不十分であろう。活動
の主体である子どもたちによる評価、子ども自身が体験している学校環境が
測定されねばならない。そして、それらが学校環境の操作・改善、教育改革
にフィードバックされることで学校教育は一層有効になると考えられる。教
師の学級運営を支援する授業評価、学校環境測定指標の研究意義は、我が国
において今後益々重要になると云えるだろう。
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